
①現状及び課題整理 ②浸水対応型まちづくりの機能や考え方

（仮称）江東区浸水対応型まちづくりビジョンの検討の方向性 参考 1
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都市整備部都市計画課

出典：災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議（令和２年１２月）「災害に強い首都「東京」形成ビジョン概要版」p.2

出典：江東区（2022）「江東区都市計画マスター
プラン2022」p.62より図を抜粋、加筆

上位計画

洪水ハザードと施設整備

浸水対応型建築物および拠点に必要な機能

浸水対応型建築物と拠点の考え方

垂直避難ゾーン内外で
垂直避難先の拡充が必要

国の高台まちづくりでは、「建物群」・「高台公園」・「高規格堤防」の一体的な高台整備
を目指している。

垂直避難ゾーンを形成するため、洪水ハザードを踏まえた施設整備の促進を検討する。

「浸水対応型建築物」の整備を促進するとともに、大規模な建替等を契機として「拠点を形成する浸水対応
型建築物」などの整備を検討する。

以下に示す「緊急機能」、「備蓄機能」、「救助機能」、「浸水対応型ネットワーク」などを有する「浸水対応型建
築物」の整備を促進を検討する。

＊本資料の内容は今後の検討・協議に伴い変更する場合がございます。

一時避難施設＜企業＞

（株）IHI（豊洲3-1-1）

（株）竹中工務店東京本店（新砂1-1-1）

（株）LIXIL（大島2-1-1）

日本ヒューレット・パッカード（同）（大島2-2-1）

（株）産学協同センター（大島3-1-11）

（株）ヤマタネ（越中島1-1-1）

（株）大和総研（冬木15-6）

（株）フジクラ（木場1-5-25）

（株）イトーヨーカ堂　（千代田区二番町8-8）

（株）久米設計　（潮見2-1-22）

錦糸町プライムタワー（亀戸1-5-7）

（株）トピーレック（南砂6-7-15）

佐川急便（株）（新砂2-2-8）

前田道路（株）（品川区大崎1-11-3）

一時避難施設＜集合住宅＞

UR大島四丁目団地（大島4-1）

UR大島六丁目団地（大島6-1）

UR北砂五丁目団地（北砂5-20）

亀戸二丁目団地（6～9号棟：分譲棟）（亀戸2-6）

UR亀戸二丁目団地（1～5号棟：賃貸棟）（亀戸2-6）

URシティコート大島（大島6-14）

UR大島七丁目団地（大島7-28）

UR東大島駅前ハイツ（大島7-39）

区営扇橋一丁目アパート（扇橋1-20）

＊一時避難施設とは、企業等と「津波等の水害時における一時
避難施設としての使用に関する安心協定」を締結した施設


